
一般演題M　脳・神経

187．Cerebrospinal　fluid　scintigraphyの

　　経験

　　　一興味ある症例・術後のCSF動態観察一一
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　Cerebrospinal　fluid（CSF）scintigraphy（RI　cis－

ternography，　RI　ventriculography）は脳脊髄液の循

環動態を経時的に観察でき，我々も各種頭蓋内疾患に施

行しているが，それらの中で，本法が診断に寄与した興

味ある症例及び術後のCSF　scintigraphyに依る術後

患者のCSF動態の観察結果を報告する．

　〔方法〕16gYb　DTPA　O．5（・1　MCi（一部1311　HSA

使用）を腰椎穿刺にて脊髄クモ膜下腔に注入し，ルーチ

ンには1～2h，5h，24h，48h後に，日立製Sci－

nticamera　RC－IC　1205型で，脊髄部・頭部（前面，両

側面，頭頂面）のScintlgramsを撮像した．

　Cisternographyを37名に40回，　VentriculograPhy

を3名に4回，脳膿瘍腔内注入1回施行した．

　〔対象〕男24名，女17名（年令1～70才），計41名に

45回施行した．　術前又は手術無しの例24件，　術後例16

件，頭部外傷例5件である．

　〔結果〕　1）RIの局所的な異常集積を示すクモ膜嚢

腫，Parasagittal　regionへのRIの集積が遅延する上

矢状静脈洞血栓症，膿瘍部でのRIの吸収障害　（Com－

plete　defect）を示す硬膜下膿瘍，　RIのPosterior

fossaでのRIの流れの変化～defectを示す後頭蓋窩

腫瘍等は，本法の新たな診断価値を示すものである．

Ventriculographyにより，頭蓋咽頭腫・松果体腫瘍に

よる非交通性脳水腫が証明された．Meningeal　leuke－

miaは正常像を示した．　2）術後例は，全例が異常な

CSF動態を示した．手術側のCerebral　convexityで

のSubarachnoid　blockをほぼ全例に認め，且つ脳室

内へのRI貯溜を示す例もあった．又，脳腫瘍や血腫の

除去後に生じた死腔内にRIの集積・停滞を来し，　CSF

の吸収が遅延する例が3例あった．左側脳室単独のUn－

ilateral　HydrocephalusもVentriculographyで証明

された．3）頭部外傷例全てがCSFの動態異常を示し，

Subarachnoid　block，吸収の遅延，脳室内のRI貯溜，

439

Porencephaly　cyst等を認めた．4）RIの局所的な異

常集積を，クモ膜嚢腫，Porencephaly　cyst，術後に

生じた死腔等に認めたが，クモ膜嚢腫ではRIの停滞は

比較的短いが，Porencephalyや術後の死腔ではRIが

長く停滞し，全体的には吸収の遅延を併せ認めた．

188．高令者の正常圧水頭症病態のRT

　　Cisternographyによる検討
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　近時脳背髄液循環動態の検査法としてCisternogra－

phyの有用性が評価されている．即ち，　SAH，髄膜炎，

外傷等の後遺症，頭蓋内正中線上及至頭蓋底部脳腫瘍，

脳萎縮病変，背髄くも膜下腔閉塞病変の病態把握に必須

の手技となっている．1965年Hakin＆Adamsに提唱

されたNormol　Pressure　Hydrocephalusに関して多

くの報告をみるが，今回高令者の169Yb　DTPAによる

CisternographyによるN・P・H病態と髄液誘導術との

関連につき検討したので報告する，

　高令者でSAH，外傷等で最近1年間に入院した16症

例を症候学，Air　Study，　Cisternography，　shunt　ope

の関連で検討した．内訳は動脈瘤11例，AVM　1例，脳

血管障害2例，頭部外傷2例．発症型は殆んどクモ膜下

出回で入院までの期間は発症日より160日間に及ぶ．平

均年令63才，男女比6：10．

　臨床上N・P・Hと診断された6例の原因をOjemannら

に従い原因不明な閉塞性交通性水頭症1例，明らかな原

因による閉塞性交通性水頭症5例に分類した．

　Air　studyで側脳室拡大を示した6例はEvans　index

平均O．38，callosal　angle　120°以下，クモ膜腔空気貯留

の無い例が多い．Cisternographyを施行した11例中

臨床上N・P・Hと診断された6例は全てVentricular

refluxは持続性（24～48時間以上），1例のconvexity

block，5例のdelayed　absorptionを認めた．　N・P・H

を除外された5例はventricular　refluxは一過性（3

h－6時間）のことが多く吸収障害も軽度であった．手
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